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【研究の概要等】  
植物は病原体の侵入を認識し、自らがもっている様々な抵抗性反応を発動させ、病原体

の増殖を防ぐことが出来る。この一連の抵抗性誘導の過程は、１）抵抗性タンパク質に代

表される植物受容体による病原体感染認識、２）情報伝達因子を介した耐病性シグナルの

伝達、３）複合的な防御反応の誘導、の３段階に分けられる。これらの反応は動物におけ

る自然免疫機構と多くの共通点をもつことから、近年「植物免疫」と呼ばれている。申請

者らは、これまでイネ低分子量 G タンパク質 OsRac1 が植物免疫誘導の鍵因子として機能し

ていることを明らかにした。さらに OsRac1 と相互作用する因子を網羅的に探索し解析した

結果、OsRac1 は受容体を含む多数の耐病性因子と大きな複合体を形成し、病原体認識から

情報伝達の重要な過程を担っていることが示唆された。そこで、本研究課題では、OsRac1

と相互作用する因子の機能を解明するとともに、バイオイメージング技術を用いて病原体

感染過程での OsRac1 複合体の動態を時空間的に解析することで、病原体侵入認識から信号

伝達の過程を分子レベルで包括的に理解することを目的とする。 

 

【当該研究から期待される成果】 

 本研究課題で、植物の免疫シグナルネットワークの中心に位置する低分子量 G タンパク

質 OsRac1 およびその複合体を介した植物免疫反応の誘導機構を解析することで、植物によ

る病原体の感染認識から抵抗性反応の活性化に至る過程の全貌を明らかにできる。また、

バイオイメージング技術を用いることで、植物免疫反応におけるシグナルの流れやタンパ

ク質間相互作用を時空間的に理解することができる。このように、本来、植物がもつ免疫

機構を分子レベルで包括的に理解することで、新規な環境保全型耐病性植物の開発への応

用が可能になる。 
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